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応募者らは、これまで神経障害性疼痛の病態にグリア細胞
が大きく関わることを明らかにして、研究領域を世界的にリ
ードしてきた。本研究は、末梢神経レベルでのグリア細胞と
神経細胞の関係、さらに中枢神経レベルでの疼痛調節機構に
ついて、先端的技術を用いて明らかにしようとするものであ
る。 
触刺激で誘発される激烈な痛み（アロディニア）に代表され

る神経障害性疼痛の発生機序を解明し、エビデンスに基づい
た治療法の開発を目指すもので、学術的独自性・創造性が高
い研究である。本研究により、病態理解が多面的に深まり、新
規治療薬シーズの発見が期待できる。 
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